
 

 

 

 

 

 

 

 

 ＬａｂｏＴｅｘによる結晶方位解析方法 
 

 

 

 

 

 

 

 測定データのＥｒｒｏｒ評価 

 ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果のＥｒｒｏｒ評価 

 ＯＤＦ図平滑化 

  表示されているＯＤＦ図を平滑化することは出来ますが、５度間隔等に規格化されている 

  データを平滑化すると、内部に歪が発生する為、平滑化以降のデータ処理は不向き 

  表示のみに使用するのであれば問題ありません。 

  平滑化以降もデータ処理を行うのであれば、再計算極点図を Exportし、平滑化を行い、 

  再度 ODFに読み込み処理してください。 

 不完全極点図の平滑化は問題があるので、完全極点図による平滑化を説明 

  （極点図の平滑化はどのＯＤＦでも同様に扱えます） 

 

 極点測定データからＯＤＦ図を得る事は簡単ですが、その解析にＥｒｒｏｒは含まれていませんか？ 
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概要 

 極点図から結晶方位の定量を行なう場合、重要なのはバックグランド測定とｄｅｆｏｃｕｓ補正用の 

   データである。本資料ではバックグランドの測定方法、ｄｅｆｏｃｕｓ測定方法、極点処理、 

   ＬａｂｏＴｅｘの解析方法を既述する。 

 

測定 

 バックグランドは、ピーク強度より低く、統計変動を受け易い為、十分な強度が得られる時間で 

    計測する。通常は、１点の極点測定時間の５倍程度で測定を行う。 

    バックグランドの変動は、極点解析結果に影響します。 

    解析時、バックグランドの変動を確認してください。・ 

  

ｄｅｆｏｃｕｓファイルの作成 

 ｄｅｆｏｃｕｓ測定用試料は被検試料と同じバルク材の無配向試料で行います 

 粉末で行うとパッキングファクターの違いで補正結果の極密度が異なって解析されます。 

    しかし、ＯＤＦ結果では、バルク材と同一の結果が得られます。 

 本資料では粉末試料によるｄｅｆｏｃｕｓファイルを作成し,補正を行います。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 



バックグランドデータの確認 

 

 

バックグランドのみ削除します。 

 

 処理を実行 

処理結果のＴＸＴ２ファイルを選択し、ｄｅｆｏｃｕｓファイルを作成 

 

ＴＸＴ２ファイルを選択すると、ｄｅｆｏｃｕｓファイルが登録されます。 

 

 

 

 

バックグランド 

ｄｅｆｏｃｕｓの影響受けます。 

ピーク強度の影響を受けていない事を 

確認します。 

バックグランドが凸凹していると 

ｆｉｂｅｒの要素が紛れ込みます。 

必ずチェックしてください。 

α方向のプロファイルを表示 

青：β方向の最大、緑:平均、赤：最小 

黄、紫：バックグランド 



配向試料の極点処理 

ＲＤ補正、バックグランド除去、ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行う。（平滑化は通常行わない） 

 

 処理を行う。 

Ｒｐ％の最少化を行う場合、規格化を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 



測定データのＥｒｒｏｒ確認 

 

通常のＥｒｒｏｒ 

 

Ｒｐ％の最少化によるＥｒｒｏｒ 

 

 

ＬａｂｏＴｅｘ向けファイルの作成 

 

Ｒｐ％の最適化で測定データのＥｒｒｏｒが５．１％から３．１％に改善されます。 

この計算は時間がかかります。 

光学系の変更、ｄｅｆｏｃｕｓ測定を行った後必ず確認してください。 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘ入力ファイルの作成 

 ＯｐｔｉｏｎでＬａｂｏＴｅｘＣＷを選択 

   物質を選択し、格子定数を特定します。 

 

＿ｃｈ以降の英数字でＲＤ補正、バックグランド、ｄｅｆｏｃｕｓ、疑似規格化が行われている事が分かります。 

    ＥＰＦファイル名を入力し実行 

 



Ｕｓｅｒ名 

 複数の人が操作する場合、Ｕｓｅｒ名を入力、あるいは選択 

  

新しい解析を始める 

  

  

ＥＰＦを選択、作成されたファイルを選択、Project名入力、サンプル名を確認、defocusを外し、計算開始 

 

データ作成領域  

    O-Cubic(結晶系) 

C:¥LaboTex2¥USER¥ CTR.LAB¥ O-Cubic¥ TEST.LAB¥newtest¥ 

        User名  

 



ODF解析 

 

 

   １／４対称で ODF解析を行う。 

 

 入力極点図の Error  ODF解析結果の Error 

 

入力極点図の Error状態を確認するには、極点図を Exportする。 

 

  

 

 

 

 

 

 



入力極点図と再計算極点図 

 

極点図の Export    ValueODFVFで評価 

  

 

 

評価 

 プロファイルが±１．５％以内で、各極点図毎にＥｒｒｏｒは均等で良い解析結果が得られています。 

 Ｃｕｂｅ方位の場合、｛２００｝極点図の中心付近データが異なる事があります。 

 大きく異なる場合は、等角度評価ではなく、等面積評価で確認する。 

 

 

 

 

 



結晶方位の定量（ＶｏｋｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ） 

 定量  ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ 

 

 可能性の高い結晶方位が表示されます。 

      繰り返し Fittingを行う。 

 

 FitErrorが安定するまで計算を行い、ExutandShowで終了 

 

 

 

 



VolumeFraction結果 

入力極点図から計算した ODF図     VolumeFractionから計算した ODF図 

 

 上段極点図、ODFから計算した ODF図、下段極点図、VolumeFractionから計算した再々極点図 

 入力極点図から計算されたＯＤＦ図にはｒａｎｄｏｍ成分は認められないが、 

 ＶｏｌｕｍｅａＦｒａｃｔｉｏｎ結果では他の成分が５０％近くある事が分かります。 

 

再々極点図の Export 

 



VolumeFractionのＥｒｒｏｒ評価 

 再計算極点図と再々極点図の差を表示 

 

 

プロファイルが±１．５％以内であり、VolumeFraction結果は良好である事が確認出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 



VolymeFraction 結果を表示 

Jobで、 を選択 

 

 

VolumeFractionのバックグランドはその他の方位（randomを含みます） 

 

 



ODF図で確認 

 

        

入力極点図から計算した ODF図の最小結晶方位は randomnレベルですが、 

VolumeFractionから計算した最小結晶方位が０．０６７－＞０．５２６に変わっています。 

VolumeFractionに含まれない方位が多数ある事が分かります。 

ＬａｂｏＴｅｘやＴｅｘＴｏｏｌｓのような直接法ではｒａｎｄｏｍレベルが見えますが 

ゴーストの多い解析法ではｒａｎｄｏｍレベルはゴーストの影響を受けます。 

 

解析された ODF図を Exportして各種解析 

 

 

 

 

 



結晶方位の特定 

 マウスカーソルの動きに同期して結晶方位の計算を行う 

 ＋がマウスクリック位置 赤丸は整数化した結晶方位から計算されたｅｕｌｅｒ角度位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



結晶方位の数値化 

 

 

 結晶方位 Euler角度位置の結晶方位  Euler角度±５度以内の最大結晶方位 

 

結晶方位は標準的な euler角度位置でなく、ずれる傾向があります。 

 

Ｆｉｂｅｒ 

    Ｆｉｂｅｒ位置（Ｅｕｌｅｒ角度）付近の最大値をトレースする事が必要です。 

 ＦＣＣでは、α－ｆｉｂｅｒとβ－ｆｉｂｅｒが表示出来ます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３次元的にｅｕｌｅｒ角度が変化するβ－ｆｉｂｅｒは難しいが、本ソフトウエアで実現しています。 

 

入力極点図から計算したＯＤＦによるβ－Ｆｉｂｅｒと VokumeFraction結果のβ－ｆｉｂｅｒ比較 

 

 

このような比較は６試料のＯＤＦ図まで可能 

 ＯＤＦ結果には他の成分も認められますが、ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果では 

 全てｒａｎｄｏｍとして計算されています。 

 



ＯＤＦ図の平滑化 

 Ｅｘｐｏｒｔした極点図を平滑化し、再度ＯＤＦ解析を行う。 

 極点図の平滑化は、GPPoleDisplayで行うため ExportファイルをMakePolefileで TXT2に変換 

 

 再計算極点図を選択して TCT2に変換 

 

 

  繰り返す。 

 

 

 



GPPoleDisplayで読み込む 

 

 

平滑化をチェックして表示 

 

等高線が丸みを帯びて表示されます。 

データは TPFデータホルダのMSDATAホルダ以下に登録されます。 

このデータから PFtoODF3を経由して ODFに読み込めば ODF図の平滑化が実現します。 

 

不完全極点図の平滑化は終端データの平滑化に無理がある為、完全極点図化すると正確に平滑化が 

可能になります。 

 

 



平滑化 

 不完全極点図の平滑化は終端データの扱いでＥｒｒｏｒが発生します。 

 完全極点図の平滑化はＣＴＲソフトウエアで処理すれば、Ｅｒｒｏｒなしで平滑化出来ます。 

 

 直接法（ＡＤＣ）解析法では粒径の影響を受け易く、以下のようなＯＤＦ図が良く計算されます。 

 LaboTexでは平滑化機能は弱く見栄えの良い ODF図は得られない。 

ODF図のみの平滑化を行うのであれば、 

ODF図を直接平滑化を行う LaboTexODFFileソフトウエアで可能 

以下はTi材をＥＢＳＤで測定したデータをEBSDtoLaboTexソフトウエアを経由してODF解析を行っています 

 

Ti 材 EBSDで測定したデータ、LaboTexの解析結果  LaboTexODFFileで平滑化し LaboTexで表示 

 

 

LaboTexが解析した ODFファイルを直接読み込み、平滑化後 Job2に ODFファイルを作成で実現 

 

 

しかし、VolumeFractuonなど ODF図の解析を行う場合は、完全極点図の再計算極点図を Exportし、 

MakeFileソフトウエアで Ascファイル化し、ODFPoleFigureソフトウエアで完全極点図の平滑化を行って 

再度 LaboTexに読み込ませて ODF解析を行う。 

 

極点解析はブラックボックスではありません、常にＥｒｒｏｒ評価を行って最終報告書を纏めてください。 


